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強くたくましく育て！　新しい日本の「農」をつくる

9

JA北さつま
下甑出張所
●

●ナポレオン岩 ●鹿島港

●手打港

●

下甑島

下甑武家屋敷通り

芦浜キャンプ場
長浜港

宣教師上陸地

ＭＡＰ

鹿島断崖
（薩摩川内市鹿島町）

　数多くの奇岩が連なる鹿島断崖。自然の作
り出した岩の彫刻を楽しむことができます。
断崖を一望するなら藺落展望所がお薦め。ウ
ミネコの飛来シーズンには、青い海をバック
に白いウミネコが群れて飛ぶ風景も見られる
そうです。

鹿島断崖



　

さ
つ
ま
町
広
瀬
の
福
岡
観
光
農
園
で
７

月
23
日
、
ぶ
ど
う
収
穫
祭
が
あ
り
ま
し
た
。

近
く
の
佐
志
保
育
園
児
13
人
が
招
待
さ
れ
、

た
わ
わ
に
実
っ
た
ブ
ド
ウ
の
収
穫
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

同
町
ブ
ド
ウ
振
興
会
で
は
、
９
人
の
生

産
者
が
３
㌶
で
ブ
ラ
ッ
ク
オ
リ
ン
ピ
ア
や

巨
峰
、
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
多
品
種
の
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
収
穫
は
９
月
末
ま

で
続
き
、
生
産
量
35
㌧
、
販
売
額
３
５
０

０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

福
岡
喜
一
郎
会
長
は
「
梅
雨
明
け
後
、

色
づ
き
も
順
調
で
糖
度
も
上
が
り
、
素
晴

ら
し
い
品
質
に
仕
上
が
っ
た
。
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

薩
摩
川
内
市
ぶ
ど
う
部
会
は
さ
み
入
れ

式
が
７
月
23
日
、
同
市
東
郷
町
の
ク
ル
ス

ぶ
ど
う
園
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
長
雨

の
影
響
で
色
づ
き
が
遅
れ
た
も
の
の
、
生

育
は
順
調
で
玉
伸
び
、
糖
度
と
も
良
好
。

冨
永
哲
也
部
会
長
は
「
自
信
を
持
っ
て
お

い
し
い
ブ
ド
ウ
を
全
国
に
届
け
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
町
は
県
内
一
の
巨
峰
の
産
地
で
、
部

会
員
50
人
が
19
・
５
㌶
で
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
約
30
カ
所
が
観
光
農
園
と

し
て
開
放
し
て
お
り
、
ブ
ド
ウ
狩
り
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

は
さ
み
入
れ
式
に
は
、
生
産
者
や
行
政
、

Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
が
参
加
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

の
後
、
近
く
の
山
田
小
学
校
の
児
童
ら
が

ブ
ド
ウ
の
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

丁寧にはさみを入れる子どもたち開園を祝いテープカットをする関係者

収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
を
自
慢
す
る
園
児
た
ち

玉
伸
び
、糖
度
良
好

各
地
で
ブ
ド
ウ
園
オ
ー
プ
ン
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薩
摩
川
内
市
ぶ
ど
う
部
会

さ
つ
ま
町
ブ
ド
ウ
振
興
会



農
業
高
校
と

産
学
連
携
を

伊
佐
市
で
実
技
研
修
会

　

鹿
児
島
県
内
の
農
業
高
校
と
Ｊ
Ａ
の
連

携
・
交
流
活
動
を
促
進
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ａ

県
中
央
会
と
県
高
校
教
育
研
究
会
農
業
部

会
は
８
月
４
日
、
伊
佐
市
の
伊
佐
農
林
高

校
で
高
校
農
業
教
育
（
地
域
連
携
）
実
技

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
産
学
連
携
の
具

体
的
方
策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
、
地

域
農
業
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
市
で
の
開
催
は
８
年
ぶ
り
。
県
内
の

10
農
業
高
校
の
教
諭
や
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
、

Ｊ
Ａ
県
中
央
会
の
役
職
員
ら
約
30
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

伊
佐
市
の
時
任
良
倫
副
市
長
は
「
地
域

農
業
振
興
か
ら
み
る
農
林
業
高
校
へ
の
期

待
」
と
題
し
、
同
市
の
農
業
の
現
状
と
課

題
、
重
点
政
策
、
土
地
利
用
型
農
業
の
将

来
に
つ
い
て
説
明
。
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
山

口
利
明
参
事
は
農
業
振
興
方
策
を
、
伊
佐

農
林
高
校
の
是
枝
達
人
教
諭
は
、
同
校
の

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
学
校
給
食
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

相
互
討
議
で
は
、
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
で

の
連
携
、
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
に
よ
る
技
術

指
導
、
加
工
品
の
共
同
開
発
、
農
業
後
継

者
を
育
成
す
る
た
め
の
生
徒
確
保
な
ど
、

検
討
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　

県
教
育
庁
高
等
教
育
課
の
益
満
隆
宏
指

導
主
事
は
「
協
働
が
大
事
。
農
業
高
校
と

Ｊ
Ａ
が
互
い
に
距
離
を
縮
め
、
寄
り
良
い

関
係
を
築
き
連
携
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と

講
評
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
地
視
察
で
は
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
加
工
セ
ン
タ
ー
な
ど
Ｊ
Ａ

の
施
設
を
見
学
し
、
地
域
農
業
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
さ
つ
ま
町

の
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
は
い
か
が
で
す

か
」
―
。
鹿
児
島
市
の
Ｊ
Ａ
農
畜
水
産

物
直
売
所
「
お
い
ど
ん
市
場
」
で
、
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
サ
マ
ー
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー

ル
に
参
加
し
た
さ
つ
ま
町
内
の
小
学
生

20
人
が
、
自
分
た
ち
で
収
穫
し
た
ブ
ド

ウ
を
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
町
内
の
ブ
ド
ウ
園
を

訪
れ
、
袋
の
小
窓
か
ら
玉
太
り
や
色
づ

き
具
合
を
確
認
し
な
が
ら
丁
寧
に
収
穫
。

販
売
用
に
50
房
を
準
備
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、「
お
い
ど
ん
市
場
」
で
販
売

を
体
験
。
客
の
多
さ
に
驚
き
、
恥
ず
か

し
が
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
徐
々
に

慣
れ
、
試
食
を
勧
め
る
な
ど
積
極
的
に

売
り
込
み
ま
し
た
。

　

順
調
な
売
れ
行
き
に
子
ど
も
た
ち
も

大
喜
び
。
田
中
歩
佳
さ
ん
（
11
）
は

「
自
分
の
町
で
取
れ
た
ブ
ド
ウ
を
『
お

い
し
い
』
と
言
っ
て
も
ら
え
て
、と
っ

て
も
う
れ
し
い
。
お
い
し
い
も
の
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
地
元
の
こ
と
が
も
っ

と
好
き
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
は
い
か
が
で
す
か
」と
呼
び
掛
け
る
子

ど
も
た
ち

Ｊ
Ａ
の
精
米
施
設
を
見
学
す
る
高
校
教
諭

サ
マ
ー
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル

ブ
ド
ウ
の

販
売
体
験
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第12回
秋期自動車大展示会

このチャンスにお気に入りの車をＪＡで！
【開催日時】
　　９月１９日（土）～２０日（日）
　　午前９時～午後５時まで
【場　所】
　　ＪＡ北さつま本所構内

薩摩中央家畜市場　平成27年8月5日～ 6日

入 場 頭 数 562頭
売 却 頭 数 551頭
入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均

体重
kg

単価 前回比
雌 258 247 1,468,800 479,520 704,860 275 2,566 5,654
雄
去 304 304 966,600 382,320 719,337 297 2,419 ▲4,005

総 平 均 値 712,847円　　　
前 回 比 167円　高値
総 売 上 高 392,778,720円　　　

子牛せり市成績表（税込み）

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
中
央

会
と
県
農
民
政
治
連
盟

は
８
月
10
日
、
鹿
児
島
市

の
Ｊ
Ａ
県
会
館
で
、
①
甘

味
資
源
②
茶
業
③
水
田

農
業
④
野
菜
・
果
樹
―
の

各
対
策
本
部
委
員
会
を

開
き
、
現
場
か
ら
の
提
案

と
し
て
要
請
事
項
を
決

め
ま
し
た
。
環
太
平
洋
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
対
策

の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

平
成
28
年
度
政
府
予
算

概
算
要
求
に
合
わ
せ
、
各

品
目
の
要
請
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

　

甘
味
資
源
作
物
は
、
農

家
が
安
心
し
て
生
産
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
再
生
産
可
能
な
生
産
者
交
付
金
の

確
保
を
求
め
ま
す
。

　

茶
業
は
、
茶
農
家
の
収
益
性
が
悪
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
金
対
策
の
充

実
な
ど
経
営
支
援
の
強
化
を
求
め
ま
す
。

茶
改
植
等
支
援
事
業
の
継
続
と
十
分
な

財
源
確
保
、
燃
油
価
格
高
騰
対
策
の
事

業
継
続
な
ど
も
要
請
し
ま
す
。

　

水
田
農
業
は
、
水
田
フ
ル
活
用
に
よ

る
食
料
自
給
率
・
自
給
力
の
向
上
を
実

現
す
る
た
め
、
水
田
農
業
の
直
接
支
払

い
交
付
金
の
万
全
な
予
算
確
保
を
求
め

ま
す
。

　

野
菜
・
果
樹
は
、
①
燃
油
高
騰
対
策

②
流
通
コ
ス
ト
低
減
対
策
③
鳥
獣
被
害

対
策
④
加
工
・
業
務
用
野
菜
対
策
な
ど

を
要
請
し
ま
す
。　

 

（
日
本
農
業
新
聞
）

現場提案の要請強化
農政情報

　

伊
佐
地
域
農
作
業
事
故
防
止
現
地
研
修

会
が
７
月
22
日
、
伊
佐
市
菱
刈
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
農
機
の

正
し
い
操
作
や
整
備
の
仕
方
を
学
ぼ
う
と

農
家
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
16
人
が
参

加
。
安
全
対
策
の
徹
底
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
県
内
で
は
農
作
業
中
の
死
亡
事

故
が
18
件
、
う
ち
６
件
が
姶
良
・
伊
佐
地

域
で
発
生
し
ま
し
た
。
事
故
が
後
を
絶
た

な
い
こ
と
か
ら
、
安
全
対
策
の
意
識
啓
発

を
図
ろ
う
と
、
県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興

局
農
政
普
及
課
が
開
き
ま
し
た
。

　

県
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校
の

森
浩
一
朗
さ
ん
が
、
事
故
事
例
を
挙
げ
な

が
ら
機
種
別
、
年
齢
別
の
死
亡
事
故
発
生

状
況
や
原
因
な
ど
を
説
明
。「
不
十
分
な

安
全
管
理
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
（
誤
認

動
作
・
行
動
ミ
ス
）
が
重
な
っ
て
事
故
が

発
生
し
て
い
る
。
機
械
や
作
業
場
所
を
事

前
に
整
備
・
点
検
し
、
ゆ
と
り
を
も
っ
た

無
理
の
な
い
農
作
業
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
刈
り
払

い
機
の
点
検
・
整
備
実
演
も
あ
り
、
参
加

者
は
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

研
修
に
初
参
加
の
男
性
（
69
）
は
「
30

年
ほ
ど
前
、
田
植
え
機
で
転
倒
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
け
が
が
な
く
て
幸
い
だ
っ
た
。

今
で
も
年
に
数
回
ひ
や
り
と
す
る
経
験
が

あ
る
。
基
本
的
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
の

で
、
今
回
の
研
修
を
機
に
安
全
作
業
を
心

掛
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
点
検
や
整
備
を
学
ぶ
参
加
者

安
全
対
策
の
徹
底
を

伊
佐
地
域
農
作
業
事
故
防
止
現
地
研
修
会

正
し
い
操
作
や
整
備
を
指
導
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北さつま
東西南北

　

さ
つ
ま
町
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
夏
祭

り
」
が
８
月
２
日
、
宮
之
城
屋
地
・
虎
居
商

店
街
で
開
か
れ
ま
し
た
。
巡
行
パ
レ
ー
ド
や

み
こ
し
、
五
ツ
太
鼓
に
合
わ
せ
た
手
踊
り
、

ね
ぶ
た
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、４
０
０
０
発
の
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
、

大
勢
の
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

手
踊
り
に
は
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
若
手
職

員
で
つ
く
る
青
年
婦
人
部
か
ら
21
人
が
参

加
。
７
月
か
ら
練
習
を
重
ね
本
番
に
挑
み

ま
し
た
。
男
性
職
員
は
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
を
ま
と
い
、
女
性
職
員
は
艶
や
か

な
浴
衣
姿
で
踊
り
を
披
露
。
沿
道
の
観
客
の

応
援
も
あ
り
、
最
後
ま
で
一
生
懸
命
踊
り
ま

し
た
。

さ
つ
ま
町
夏
祭
り

ね
ぶ
た
や
花
火

見
物
客
を
魅
了

　

伊
佐
市
夏
祭
り
が
７
月
25
日
、
同
市
大
口

中
心
商
店
街
で
あ
り
ま
し
た
。
み
こ
し
パ

レ
ー
ド
や
市
民
総
手
踊
り
が
に
ぎ
や
か
に
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
が
最
高
潮
と
な
る
市
民
総
手
踊
り
に

は
36
団
体
約
１
６
０
０
人
が
参
加
。
Ｊ
Ａ
北

さ
つ
ま
も
女
性
部
を
中
心
に
約
１
０
０
人
が

参
加
し
、
息
の
合
っ
た
踊
り
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、鹿
児
島
黒
牛
「
ギ
ュ
ー
ジ
ン
ガ
ー
・

ブ
ラ
ッ
ク
」
と
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
」
も
踊
り
に
加
わ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

伊
佐
市
夏
祭
り

市
民
総
手
踊
り
に

１
６
０
０
人
参
加

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
全
ペ
ー

ジ
カ
ラ
ー
刷
り
。
学
科
や
部
活
、
施
設
案
内

の
他
、
進
路
状
況
や
社
会
で
活
躍
す
る
卒
業

生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
生
徒
の
１
日
、
下

宿
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
し
た
「
伊
佐

農
林
で
食
べ
た
美
味
し
い
も
の
ラ
ン
キ
ン

グ
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
も
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
。

　

企
画
と
製
作
に
携
わ
っ
た
地
域
お
こ
し

集
団
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｔ
代
表
の
前
田
忠
亮
さ
ん

（
38
）
は
「
伝
え
た
い
こ
と
だ
け
を
書
き
込

む
の
で
は
な
く
、
中
学
生
と
保
護
者
が
知
り

た
い
こ
と
を
リ
サ
ー
チ
し
て
作
っ
た
。
今
ま

で
に
な
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
多
く
の
中
学

生
が
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
は
ず
」
と
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

　

生
活
情
報
科
３
年
の
種
子
田
凪
沙
さ
ん

（
18
）
は
「
目
を
通
し
た
け
ど
す
ご
く
面
白

い
。
私
が
中
学
生
だ
っ
た
ら
す
ぐ
入
り
た
い

と
思
う
」
と
絶
賛
。
お
気
に
入
り
の
ペ
ー
ジ

は
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
で
、
「
一
番
人
気

の
オ
ム
ラ
イ
ス
が
お
薦
め
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
１
０
０
０
部
作
製
し
、

市
内
や
近
隣
の
小
・
中
学
校
に
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
中
学
３
年
の
希
望
者
に
は
無

料
で
送
付
す
る
そ
う
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
校
、
電
話
０
９
９
５
―

２
２
―
１
４
４
５
。

　

伊
佐
市
の
県
立
伊
佐
農
林
高
校
の
学
校
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。
タ
イ

ト
ル
は
「
本
気
（
マ
ジ
）
で
学
び
た
い
人
モ

ト
ム
」
。
県
立
高
校
で
は
異
例
の
65
㌻
構
成

で
、
同
校
を
応
援
す
る
地
域
の
人
た
ち
の
協

力
を
得
て
作
製
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
の
細
部

が
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

を
多
く
使
い
同
校
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。

ギュージンガーブラックも手踊りに参加しました

ＪＡ職員も息の合った踊りを披露しました

完
成
し
た
学
校
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
生
徒

と
製
作
ス
タ
ッ
フ

県
立
伊
佐
農
林
高
校

斬
新
な
学
校
案
内
パ
ン
フ
が
完
成
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伊
佐
地
区
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
の
つ
ど
い

が
７
月
17
日
、
伊
佐
市
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
は
男
女

８
人
が
就
農
し
ま
し
た
。
経
営
品
目
は
有
機

野
菜
や
水
稲
、
生
産
牛
な
ど
で
、
地
域
を
支

え
る
担
い
手
農
家
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

４
月
ま
で
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
諏
訪
沙

弥
佳
さ
ん
（
30
）
は
カ
ボ
チ
ャ
と
根
深
ネ
ギ

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
経
験
ゼ

ロ
で
始
め
た
が
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し
て
生
産

量
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
に
は
Ｊ
Ａ
や
行
政
関
係
者
、
指
導

農
業
士
も
祝
福
に
駆
け
付
け
、
激
励
し
ま
し

た
。

　

第
１
回
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
利
用
者
年
金
友
の

会
ゴ
ル
フ
大
会
が
８
月
７
日
、
霧
島
市
の
溝

辺
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
あ
り
ま
し
た
。
34

人
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
男

子
の
部
は
坂
元
兼
一
さ
ん
（
さ
つ
ま
町
）
が
、

女
子
の
部
は
米
永
悦
子
さ
ん
（
伊
佐
市
）
が

優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
７
日
に
開
催

さ
れ
る
県
大
会
出
場
者
12
人
も
決
ま
り
ま
し

た
。

　

そ
の
他
の
成
績
は
次
の
通
り
。

　

▽
男
子
の
部　

２
位
＝
小
田
実
盛
さ
ん

（
さ
つ
ま
町
）、
３
位
＝
川
口
昇
さ
ん
（
同
）

　

▽
女
子
の
部　

２
位
＝
栗
野
ひ
と
み
さ
ん

（
さ
つ
ま
町
）、
３
位
＝
川
久
保
福
子
さ
ん

（
同
）

第
１
回
年
友
ゴ
ル
フ
大
会

坂
元
さ
ん
と

米
永
さ
ん
優
勝

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
の
つ
ど
い

男
女
８
人
就
農

活
躍
に
期
待

チラシを配りＴＰＰの影響を訴えました 

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
さ
つ
ま
地
区
青
壮
年
部

と
伊
佐
地
区
青
壮
年
部
は
７
月
30
日
ま
で

に
、
管
内
の
Ａ
コ
ー
プ
店
で
環
太
平
洋
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
影
響
を
訴
え
る
街
宣
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

九
州
沖
縄
地
区
農
協
青
年
組
織
協
議
会
の

統
一
行
動
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
部
員
ら
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
「
食
の
安
全
」

や
「
食
料
自
給
率
」「
医
療
」
な
ど
、
国
民

生
活
に
影
響
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
チ
ラ
シ

を
配
り
、
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
地
区
青
壮
年
部
は
Ａ
コ
ー
プ
さ
つ

ま
店
で
チ
ラ
シ
を
配
布
。
永
井
辰
明
部
長
ら

部
員
５
人
が
参
加
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を
訴
え

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
青
壮
年
部

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響

訴
え
る
街
宣
活
動

ＪＡ本所を訪れ優勝報告をしました

　

県
下
警
察
剣
道
大
会
で
43
年
ぶ
り
に
優
勝

し
た
さ
つ
ま
警
察
署
の
メ
ン
バ
ー
ら
３
人

が
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
本
所
を
訪
れ
、
喜
び
の

報
告
を
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
の
警
察
署
か
ら
14
チ
ー
ム

が
出
場
。
さ
つ
ま
署
は
予
選
リ
ー
グ
で
２
勝

し
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
３
連
覇
中

の
錦
江
署
に
３
―
１
で
勝
っ
て
勢
い
に
乗

り
、
決
勝
で
は
い
ち
き
串
木
野
署
と
対
戦
。

代
表
戦
ま
で
も
つ
れ
込
む
熱
戦
を
制
し
ま
し

た
。

　

大
将
を
務
め
た
福
田
鉄
也
警
部
補
は

「
勝
っ
た
瞬
間
、
全
員
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ス
を

し
て
喜
ん
だ
。
来
年
は
連
覇
を
目
指
し
て
頑

張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

県
下
警
察
剣
道
大
会

さ
つ
ま
署
が

43
年
ぶ
り
に
栄
冠

熱戦が繰り広げられた年金友の会ゴルフ大会

記念品を贈り新規就農者を励ましました
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ほほえみ通信
～女性部のひろば～絆

人間ドックのご案内
　ＪＡ北さつま・ＪＡ厚生連では、総合的な健康診断
として人間ドックを行っています。
　ぜひ人間ドックを受けて健康づくりに役立てて
ください。申し込みと問い合わせは、ＪＡ本所福
祉課（０９９６）５３－１１３１、川内総務経済
課（０９９６）２７－０１９１、伊佐総務経済課
（０９９５）２４－２６０７へ。

受診日 支所名 コース 募集人員
９／２ 伊佐 一般 １０人
９／２ 伊佐 女性 １０人
９／４ さつま 一般 １０人
９／４ さつま 女性 １５人

９／１４ 川内 一般 ５人
９／１４ 川内 女性 １５人
９／１４ 樋脇 女性 ５人
９／１６ さつま 一般 １０人
１０／１ こしき 一般 ２人
１０／２ 樋脇 一般 ５人
１０／２ 樋脇 女性 ５人
１０／８ 入来 一般 ５人

１０／２７ 川内 一般 １０人

　帖佐敦子伊佐支部長が指導する下目丸お手玉教室で、
七夕作りが行われました。参加したのは元農協婦人部
のメンバーだった14人。毎月１回、お手玉やダンベ
ル体操、輪投げ、わらべ歌などを楽しみ、ぼけ防止に
努めています。
　七夕作りには地域の子どもたちも参加。菱飾りや吹
き流しを飾り付け、短冊に「毎日楽しく過ごせますよ
うに」「いつまでも元気でありますように」「病気が
治りますように」など、それぞれの願いを書いていま
した。

● 七夕作り楽しむ ●

　薩摩川内市の小学生を対象にした「ちゃぐりんキッ
ズ交流会」が７月21日、同市入来町の朝陽コミュニ
ティセンターであり、１～６年生32人が参加しまし
た。
　夏休みの楽しい思い出を作ってもらおうと、ＪＡ女
性部川内支部が中心となって毎年開いています。
　今回は太巻き作りに挑戦。全員で協力しながら具を
のせて丁寧に巻き、長さ３㍍ほどの太巻きが出来上が
りました。味も抜群で、子どもたちはおいしそうに味
わっていました。
　また、折り紙を使った工作やちゃぐりん読書会もあ
り、子どもたちは活動を通じて女性部員とのふれあい
を楽しんでいました。

● 太巻き作りにも挑戦 ●

先生役は女性部員

みんなで力を合わせて太巻きも作りました

地域の子どもたちと一緒に七夕作りを楽しみました
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板木技術士事務所●板木利隆

晩秋から春まで取れ、楽に栽培できるナバナ

　

陽
春
の
こ
ろ
に
ぎ
や
か
に
咲
き
乱
れ

る
菜
の
花
よ
り
も
ひ
と
足
早
く
、
大
き

く
膨
ら
ん
だ
つ
ぼ
み
を
持
つ
ナ
バ
ナ
が

店
頭
に
並
び
ま
す
。
花
蕾
（
か
ら
い
）

と
若
い
茎
葉
を
共
に
食
べ
る
野
菜
で
す
。

　

近
年
は
早
生
、
晩
生
、
多
分
枝
性
、

耐
病
性
（
根
こ
ぶ
病
な
ど
）
の
品
種
改

良
が
進
み
、
晩
秋
か
ら
春
先
に
か
け
て
、

長
い
間
独
特
の
苦
味
と
軟
ら
か
な
食
感

を
味
わ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

土
壌
へ
の
適
応
性
は
広
く
、
重
粘
土

か
ら
砂
質
土
ま
で
栽
培
で
き
、
育
て
方

は
や
さ
し
い
の
で
す
が
、
冬
中
収
穫
す

る
の
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
日
当
た

り
の
良
い
場
所
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

種
ま
き
の
適
期
は
8
月
下
旬
〜
9
月

下
旬
ま
で
と
幅
広
い
で
す
が
、
早
ま
き

は
早
生
種
を
用
い
て
晩
秋
か
ら
の
収
穫

を
狙
い
、
9
月
に
入
っ
て
か
ら
の
種
ま

き
は
耐
寒
性
が
強
く
、
分
枝
力
の
優
れ

た
品
種
を
用
い
て
、
長
期
に
わ
た
る
良

質
品
の
収
穫
を
楽
し
む
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

畑
は
早
め
に
苦
土
石
灰
を
全
面
に
ま

き
、
よ
く
耕
や
し
て
お
き
、
植
え
付
け

前
に
元
肥
と
し
て
完
熟
堆
肥
と
油
か
す
、

化
成
肥
料
を
全
面
に
施
し
、
15
ｃ
ｍ
ほ

ど
の
深
さ
に
よ
く
耕
し
込
ん
で
お
き
ま

す
。

　

種
ま
き
は
図
の
よ
う
に
１
２
８
穴
の

セ
ル
ト
レ
イ
に
、
1
穴
当
た
り
3
〜
4

粒
ま
き
と
し
、
育
つ
に
つ
れ
て
間
引
き

1
本
立
て
と
し
、
本
葉
4
〜
5
枚
の
苗

に
仕
上
げ
て
畑
に
植
え
出
し
ま
す
。
苗

作
り
が
面
倒
な
ら
畑
に
く
わ
幅
の
ま
き

溝
を
作
り
、
3
〜
4
ｃ
ｍ
間
隔
に
じ
か

ま
き
し
て
育
て
て
も
よ
い
で
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
条
間
40
〜
50
ｃ
ｍ
、
株
間

25
〜
30
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い
の
粗
植
と
し
、
分

枝
を
多
く
出
さ
せ
る
よ
う
心
掛
け
ま
す
。

　

追
肥
は
草
丈
が
20
ｃ
ｍ
ほ
ど
に
伸
び

た
こ
ろ
か
ら
収
穫
期
に
か
け
て
、
生
育

の
様
子
を
見
な
が
ら
15
〜
20
日
ご
と
に

行
い
、
次
々
と
良
い
脇
芽
が
伸
び
大
き

な
花
蕾
が
収
穫
で
き
る
よ
う
心
掛
け
ま

す
。

　

収
穫
は
花
蕾
が
大
き
く
膨
ら
み
、
開

花
直
前
に
な
っ
た
こ
ろ
に
行
い
ま
す
。

全
体
の
長
さ
は
10
〜
12
ｃ
ｍ
ほ
ど
が
最

適
で
す
。
短
く
切
り
過
ぎ
る
と
後
か
ら

発
生
す
る
花
蕾
数
は
多
く
な
り
ま
す
が
、

細
く
な
り
や
す
く
、
逆
に
長
く
切
り
過

ぎ
る
と
後
か
ら
出
て
く
る
側
花
蕾
数
が

少
な
く
な
り
収
穫
量
は
減
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

生
育
中
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
コ
ナ
ガ
な

ど
害
虫
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
早
め

に
薬
剤
散
布
し
て
防
ぎ
ま
す
。
育
苗
中

や
生
育
前
期
の
草
丈
が
低
い
場
合
に
は

防
虫
ネ
ッ
ト
や
べ
た
掛
け
資
材
の
被
覆

も
有
効
で
す
。

～Ａコープ川内店ダイソーからの一押し～
今年も運動会シーズンがやってきました。Ａコープに
隣接するダイソーでは、運動会に必要なレジャーシー
ト、紙コップ、紙皿、折りたたみイス、弁当資材等さまざ
まな商品を豊富に取り揃え販売しております。ご要望
の商品がございましたら、従業員までお尋ねください。

本社惣菜担当　武

こんに
ちはAコープです!

お弁当を持って出かけよう!
行楽日和が続いていますが、どこかへお出か
けになりませんか。また、運動会等もそろそ
ろ始まっているのではないでしょうか。
Ａコープでは、人数、ご予算、その他ご相談に
合わせてお弁当･オードブルのご予約を承り
ます。

3日前までにご予約ください。詳しくは売り
場係員までお気軽にお問い合わせください。

ご
予
約
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今年は外でバーベ
キューでもいかが
ですか？炭もダイ
ソーで販売中！
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キラリ
輝く☆農
市
いちやま

山　貞
さだあつ

篤さん
さつま町中津川

<経営品目>
　☆梅　１ha
　☆梨　50ａ
　☆ブドウ　30ａ

安心・安全が第一
　

現
在
、
市
山
さ
ん
が
経
営
す
る
「
市
山
梨

花
園
」
で
は
、
ブ
ド
ウ
と
梨
の
出
荷
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
は
10
月
10
日
ご
ろ
ま

で
、
梨
は
10
月
中
旬
ま
で
続
き
ま
す
。
観
光

農
園
と
し
て
一
般
に
も
開
放
し
て
お
り
、
希

望
者
は
ブ
ド
ウ
狩
り
や
梨
狩
り
を
体
験
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
よ
り
高
み
目
指
し
挑
戦
続
く

　

ブ
ド
ウ
は
ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ー
ト
、
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
、
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ
な
ど
８
品

種
。
梨
は
か
お
り
、
秋
月
、
新
興
な
ど
10
品

種
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

栽
培
が
難
し
く
超
希
少
品
種
で
幻
の
梨
と
呼

ば
れ
る
「
八
達
」
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。「
ブ

ド
ウ
は
順
調
に
生
育
し
例
年
通
り
の
仕
上
が

り
。
一
方
の
梨
は
長
雨
の
影
響
を
も
ろ
に
受

け
た
他
、
７
月
に
カ
メ
ム
シ
が
大
量
発
生
し

た
影
響
で
品
質
、
収
量
の
低
下
に
つ
な
が
っ

て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

適
期
に
管
理
作
業
を
行
い
、
肥
料
や
農
薬

に
頼
り
す
ぎ
な
い
栽
培
を
心
掛
け
て
い
る
そ

う
で
す
。「
安
心
・
安
全
が
第
一
。
丸
か
じ

り
で
き
る
果
物
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」。
今
後
は
ブ
ド
ウ
の
面
積
拡
大
や
、
梨

の
新
し
い
品
種
へ
の
転
換
に
取
り
組
む
計
画

で
す
。「
だ
れ
も
栽
培
し
て
い
な
い
品
種
に

取
り
組
み
た
い
。
リ
ス
ク
は
あ
る
が
常
に
挑

戦
し
た
い
。
こ
れ
で
い
い
と
思
っ
た
ら
そ
こ

ま
で
。よ
り
高
み
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
甘
さ
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
果
物
の
お

い
し
さ
、
良
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

楽 クッキングククク
新鮮食材で

　ご飯に 3種の「ねばとろ」を載せた、暑い日にぴったりの丼
です。しょうゆ漬けの卵黄は濃厚なうま味がいっぱいで、やみ
つきになるおいしさ。漬けたしょうゆも忘れずに、ご飯に掛け
てお召し上がりください。

（1）しょうゆとみりんの中に卵黄を入れ、冷蔵庫で寝かせる（3
時間〜5日を目安に、お好みの味に漬ける）。

（2）ナガイモは皮をむき、すりおろす。
（3）オクラは塩でもみ洗いし、熱湯で1〜2分ゆでてから薄く切

る。飾り用はそのまま、それ以外はかつお節とかき混ぜる。
（4）納豆はかき混ぜる。
（5）ご飯にナガイモ、オクラ・納豆を盛り付け、しょうゆ漬け

卵を載せていただく。

ご飯…………………茶わん2杯
納豆……………………カップ1
ナガイモ………………100ｇ
オクラ………………………4本
かつお節……………………2g

しょうゆ漬け卵	
　卵黄………………………2個
　しょうゆ……………小さじ2
　みりん……………小さじ1/2

■ 作り方

1 食当たり約 428kcal■ 材料（2 人分）

ねばとろ丼　漬け卵添え



①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
室

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係
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二重マスの文字をA～Dの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■タテのカギ ■ヨコのカギ

郵 便 は が き に ① 答 え ② 郵 便 番 号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は9月25日。（クイズの応募で
取得した個人情報については、これ
以外には使用いたしません）

あなたが今書き込もうとしている
もの
太陽系の第 4 惑星　地球のお隣
さん
ラグビーの選手が組みます
秋に川を遡上（そじょう）する魚
の一つ
臼ときねでつきます
十五夜に楽しむもの
閻魔（えんま）大王が居る所
それ以上進めない──小路
恋よりも深いかも
焼き物で有名な愛知県北部の市
顔と腹を床に付けて寝た体勢

「ふじ」「王林」「紅玉」といえば
王様や殿様に仕えます

別名は秋桜　ピンクや白の花を咲
かせます
建物を建てるための土地
魚の呼吸器官
ゴマを英語でいうと
枯れ山水の庭にはありません
有明海のシンボル的な魚
9 月 9 日は──の節句
マッチの手で持つ部分
天気記号で●は雨　では○は
寝るときに敷いたり掛けたり
水とは混ざりにくい物が多い
ニンジンやセロリは──科の植物
今度払うから──にしておいて

1

4

7
9

10
11
13
15
16
17
18
20
21

1

2
3
5
6
8

12
13
14
15
16
17
19

　第５回理事会を７月28日に開き、次の事項
について協議しました。
【議案】
①延滞債権の状況と今後の回収方針について
②平成27年８月末決算における「貸倒損失」

処理について
③薩摩支所事務所及び資材倉庫の改修工事に

ついて
④移動購買店舗車両取得について
⑤旧ゴルフセンター跡残地処分に伴う最低価

格の決定について
⑥白男川ライスセンター屋根補修工事について
⑦管理規程別表２【業務分掌および職務権限

表】の一部改正について
⑧さつま町公有財産とＪＡ北さつま所有地と

の土地交換について
【報告】
①平成27年度上半期末棚卸監査実施要領及

び日程について
②平成27年度５月末自主検査結果報告につ

いて
③内部監査補助者設置要領について
④大口債務者の状況について
⑤特定債務者の経過について
⑥平成27年産米の予約取りまとめ状況につ

いて
⑦貸出金種類別利率一覧表の変更について
⑧平成27年度県下統一「ＪＡバンクサマー

キャンペーン」の実績について
⑨平成27年６月末店舗別貯金・貸出金残高実

績について
⑩共済速報について
⑪子牛・成牛せり市実績について

理事会だより

応募方法

７月号当選者発表 ８月号の解答

当選者は10号で発表します。

　７月号「パズル？　頭の体操」
当選者は次の方々に決まりまし
た。おめでとうございます。

▽柳田幸子さん ▽片平順子さん

▽福元妙子さん ▽西原和子さん

▽寺地栄子さん ▽大保恵子さん

▽流合和子さん ▽植村いつ子さん

▽東郁子さん ▽中村タキ子さん

ネ ツ タ イ ヤ



　シイタケは主に日本、中国、韓国で栽培されており、アジア
では 2000 年も前から知られている食材です。野生のシイタ
ケは春と秋に広葉樹の枯れ木に生育しますが、現在はほだ木に
よる栽培などで一年中収穫されています。収穫時期により２種
類に分けられ、春や秋に収穫される傘の開いたものを「コウシ
ン」といい、冬から春の寒い時期に生育したかさの開く前の肉
厚な物は「ドンコ」といいます。
　シイタケにはグアニル酸といううま味物質が多く含まれ、干
しシイタケはかつお節、昆布と並んで和食のだしとして欠かせ
ない存在です。干しシイタケは天日干しなどをして乾燥させて
作られますが、その過程で酵素が働きうま味成分を増加させる
ため、グアニル酸が多く含まれます。また、乾燥させることで
うま味成分が抽出されやすくなるというメリットもあります。
　さらに、干すことで特有の香り成分レンチオニンが生成する
ため、香りも強くなります。生シイタケの場合は、刻むなどし

て細胞を傷つけることでレンチオニンが生成し、香りが増しま
す。また、シイタケに含まれるエルゴステロールという物質は
紫外線を浴びることで、ビタミン D2 となります。このビタミ
ン D2 はカルシウムの働きを支える役割があり、カルシウムが
不足しがちな日本人には大切な栄養です。
　シイタケにはきのこ類特有のレンチナンという物質が多く含
まれ、これは、免疫力を高め風邪予防にも効果があるといわれ
ています。生シイタケはさっと手軽に使える良さや新鮮さがあ
り、独特の食感や歯応えは生シイタケならではのおいしさです。
料理に合わせて生と干しを使い分け、一年中上手に活用してい
きたい食材です。

タレント・食生活アドバイザー●岡村麻純

（1） シイタケは石突きを取り、5mm厚さの薄切りにします。
ニンニク、パセリはみじん切りにします。Aは合わせます。

（2） フライパンにバター 20gを中火で溶かし、ニンニクを炒
めます。香りが出てきたらシイタケを入れて炒め、塩、こ
しょうを振って、パセリをまぶします。取り出します。 

（3） 続いてフライパンにバター 10gを溶かし、Aを加え、弱
火で時々混ぜながらゆっくり煮ます。全体がとろりとし
てきたら（2）を加えて混ぜます。

材料（4人分）

作り方

シイタケ……2 パック（200g）
ニンニク……………1片（10g）
パセリ………………………2 枝
バター………………………30g
塩・こしょう………………各少々

　　卵………………………4 個

A　生クリーム………大さじ 2 
　　塩………………小さじ 1/4 
　　こしょう………………少々

岡村麻純（おかむら ますみ）　1984年7月31日生まれ。お茶の水女子大学卒。大学で4年間食物科学を学び、食生活アドバイザーなどの資格を持つ。
公式ブログ：http://ameblo.jp/masumiokamura/

1人分 175kcal　　調理時間 10分

撮影：吉田和行

シイタケのブルゴーニュ風卵とじ

シイタケ

Shoku no Hanashi
Shoku no Hanashi
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除草剤の使用について
　【注意】水田畦畔も農耕地になります。除草剤は必ず
「農耕地用」を使いましょう。非農耕地用除草剤を使用
すると農薬取締法により罰せられます。
　※「農耕地用」には、農林水産省による農薬登録番号
の他、適用作物等が記載されています。
　問い合わせは、ＪＡ本所生産資材課（電話0996‐
53‐0941）・矢倉配送センター（電話0996‐27‐
0184）・伊佐配送センター（電話0995‐26‐4111）へ。

支所再編に伴う店舗統廃合のお知らせ
　このたび、当ＪＡの支所再編により下記のとおり店
舗の統廃合が行われますのでご案内いたします。
○対象店舗
　樋脇支所（薩摩川内市樋脇町塔之原1172）※店舗移転
　市比野出張所（同市樋脇町市比野199）　※店舗廃止
○新設店舗
　樋脇支所（同市樋脇町市比野174‐1）
　　※市比野「道の駅樋脇遊湯館」隣、旧ローソン跡地。
○開業予定日
　平成27年10月13日（火）

☆樋脇農機具センターは移転せず、現在の場所で引き
続き営業いたします。これまでと同様、ご愛顧を賜
りますようお願いいたします。

薩摩川内市永利町666－4
TEL 0996－22－5361
FAX 0996－22－1236

0120－091－059

ルミエール川内孔明閣
薩摩郡さつま町轟町12－4

TEL 0996－53－0244
FAX 0996－21－3118

0120－174－244

ルミエールさつま紫泉閣
伊佐市大口原田2275－2

TEL 0995－22－3978
FAX 0995－24－2944

0120－098－313

ルミエール伊佐忠元

24時間受付
年 中 無 休

感動の人柄葬祭
ＪＡ北さつま総合葬祭

突然訪れる大切な方とのお別れのとき、悲しみと戸惑いを感じるので
はないでしょうか。ご遺族の方々の負担を少しでも軽減させるため、
ＪＡ北さつま総合葬祭では葬儀に関する事前相談や葬儀での諸手続
きなど、真心のサービスでお手伝いさせていただきます。

「感動」を基本に考えたホールや祭壇…
そのすべてに思いやりと真心を込め、
故人のお人柄が偲ばれるご葬儀をお手伝いいたします。

年金無料相談会
　年金についての無料相談会を開催いたします。
社会保険労務士がお答えしますので、お気軽にご
相談ください。

地 区 開催場所 開催日時

さつま 中津川支所 9月９日（水）9:30 ～ 12:00

川　内 入来支所 9月17日（木）9:30 ～ 12:00

伊　佐 伊佐総合支所 9月17日（木）10:00 ～ 12:00

住宅ローン相談会
　住宅ローンについての無料相談会を

開催いたします。お気軽にご相談ください。

【川内地区】
　９月27日（日）　こしき支所　 9：00 ～ 15：00

【伊佐地区】
　９月27日（日）　伊佐総合支所 9：00 ～ 15：00
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
室

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

Septem
ber. 2015

N
o.

9
6
6

板木技術士事務所●板木利隆

栄養豊か花も楽しめるオクラ


